
⽇本ホ¹ピタリティー‧テ
クノロ¸ー協会ÿJHTAĀ
設⽴の·ナリオ
観光庁に¸る政策主導か¹⺠間主体への移⾏、そしvJHTA設⽴まw



観光庁{よ»DX推進~取組
訪⽇観光~拡⼤と宿泊業界~深刻z⼈⼿不⾜{対応す»ため1観光庁�令和4年度{<観光DX推進~あº⽅{関す»検討会=を設置しました2

主要課題として1PMSÿ宿泊管理·¹öムĀと周辺·¹öムの÷ータ連携標準化不⾜を特定し1業界全体の÷¸タル変⾰の必要性を明確化しました2



令和5年度事業：実証フェーºの展開
実施体制

受託者：全国旅館ホöû⽣活衛⽣同業組合連合会ÿ全旅連Ā

協⼒ベンダー：

PMS：タップ、クúップサイø、陣屋コネクø
·¹öム：USEN-ALMEX、構造計画研究所

参加施設：藤⽥観光、プü¸÷ンøハカタ、仙峡の宿銀⼭荘ほか

実証内容
HTNG仕様か¹セルフチェックイン端o‧スマートキー‧決済連携を選定し1
SOAP→REST変換や⽇p商習慣への適応を検証

成果
短期間での接続検証に成功し1標準化の有効性を実証2⺠間団体に¸る普及‧

維持の必要性を提⾔



令和6年度事業：整備x普及
õェーズ
01

成果のöラッシュアッ÷
令和5年度の実証結果を基に、実⽤性x効率性を向上させた標準仕様を整備

02

⽇本版標準仕様の確⽴
HTNGの有⽤性を確認し、HTNG Expressを中⼼xした⽇本版標準仕様を整理‧公開

03

国際連携の強化
AHLA/HTNGx意⾒交換を実施し、⽇本wの運⽤体制を具体的に検討

04

⺠間移⾏の明確化
報告書w<⾏政õェーズ完結→⺠間主導への移⾏=を正式に宣⾔



協議会設⽴
2025年3⽉13⽇

宿泊4団体‧ベンÀーが参加する発⾜会を開催し1<⽇本ホ¹ピ¿リティーテクノロ¸ー協議会
ÿJHTAĀ=xしv協議会を⽴ち上r2

s~時点w�協議会xしv活動を開始し1法⼈格取得に向qた準備を進めました2



協会設⽴
2025年6⽉25⽇

法⼈格の取得
協議会wの活動実績を踏まえ、⼀般社団法⼈xしv<⽇本ホ¹ピタリティー‧テクノロ¸ー協

会ÿJHTAĀ=を正式{設⽴

組織基盤の確⽴
継続的z活動、会員制度運営、資⾦調達が可能xzり、業界DX推進の中核組織xしv位置uけ



協会設⽴後の主要活動

標準化活動
HTNG Expressをベース{宿泊業÷ー¿標準化WGを⽴ち上r1国内外ベンÀーとの実証を推進

教育‧⼈材育成
AI活⽤講座やセキュリö³研修1資格制度設計をス¿ーø2お²てzし²カ÷ミーを開講

国際連携
AHLAやHTNGと意⾒交換を進±1事例共有や国際標準との接続を強化

調査事業
観光庁の<観光DX推進{向qた調査事業={採択され1官⺠連携を本格化



調査事業の採択内容

課題の明確化

館内シスöム連携の⾮効率性

国際標準未対応による競争⼒低下

⾏政連携の⾮効率

AI‧⾃動化活⽤の制約

1 WG設⽴‧標準調査

2 ÷ータ項⽬‧コード表の棚卸し

3 共通API仕様の検討

4 次世代サービス拡張API検討

⽬標：業務効率化、イノベーション促進、公共性強化、国際競争⼒確保の実現



おもてなし²カ÷ÿー

2025年9⽉10⽇ 正式
開講

教育内容

AI活⽤の実践⼿法
÷ータセキュúö³基礎

DXツーû運⽤法
宿泊業特化カúキュùĀ

⽬的

接客サービ¹⾼度化

÷¸タû⼈材育成

国際競争⼒の向上

会員向けにAI‧DXúテùシー教育を提供する専⾨教育機関としv位置uけ



JHTAの5つの重点機能

標準化
÷ータフォーマッøやAPI仕様統⼀による互換性向

上

÷ータ利活⽤
収集÷ータの有効活⽤で業界全体の収益性向上

新技術実証
最新技術の検証を通xた宿泊業界への導⼊

⼈材育成
÷ジタル⼈材育成で業界全体の技術⼒向上

政策提⾔
業界の声を反映w規制環境整備を推進



現在の段取りと優先順位
1 FY2025N期〜ÿ重点フェーºĀ

標準化ÿ÷ータ標準化Ā、新技術実証ÿ海外‧ベンチャー×PMS×宿泊施設のPoCĀ、⼈
材育成ÿAI/»キュリö³⼈材育成、無料講座、資格試験Ā

2 FY2025O期〜ÿ展開フェーºĀ
データ利活⽤ÿ宿泊施設‧⾏政への提供Āを本格化

3 通年ÿ基盤フェーºĀ
政策提⾔ÿマ´ナンバー、防災対応、AIや»キュリö³認証制度Āを継続実施

教育1認証1データ利活⽤を基幹施策に位置づけ1差別化xöランù⼒を強化2収益基盤

は会費1データ利活⽤1教育÷ログラĀ1セÿúーw構築



¹öークホûÀー別メúッø

⼤⼿ñェーンûテル

ビ¸ネ¹ûテルñェーン

⼤⼿旅館ñェーン

セキュúö³強化1÷ー¿利活⽤1⼈材教育1研究‧集団交渉1海外ベンÀー‧ベンÁャーxのPoC1情報交換1補助⾦‧
保険獲得容易化

個別ûテル‧旅館

úン·ョン‧⺠泊施設

⼈材教育1セミúー参加1新商品紹介1補助⾦‧保険獲得容易化

⺠泊施設ÿ⼩規模Ā 簡易教育1情報²クセ¹1導⼊コ¹ø低減⽀援

⼤⼿PMS‧業界ùンðー 標準化に¸»開発‧運営コ¹ø削減1認証準âw補助⾦‧保険獲得容易化1業界内wのブùンù価値向上1宿泊業界への販

促機会ã⼤

他業種メガùンñャー

新興ùンñャー

業界参⼊容易化1PoC機会1販路ã⼤

海外ùンðー ⽇本進出機会1市場情報1PoC機会

宿泊業界全体にxっv<÷¸¿û先進性を⽰すブùンù価値向上=xいう効果があº1JHTA参画の意義をさ¹に⾼めvいます2



3年後の姿ÿ2028年イメージĀ
300

会員数規模
宿泊施設‧ベンダー‧⼤学‧投資家を含む

数千
標準API導⼊施設
全国での÷ファクø化達成

教育‧認証のJHTAブùンù化
AI/セキュúテ³資格の普及、認証が保険‧補助⾦条件に直結する仕組みを確⽴

国際連携の定着
HTNG/AHLAと共同´ベンø開催、グローバû標準との完全整合を実現



現在~検討⽅針
01

段階的推進
標準化→新技術実証→⼈材育成→÷ー¿利活⽤を順次展開し、政策提⾔�常時実施

02

収益化戦略
÷ー¿利活⽤を収益化~柱{据え、教育‧認証基盤を活かしv持続可能z事業ò÷

ûを構築

03

スöークホûÀー参画促進
各層~ñúッøを明確化し、参画動機を強化す»仕組みを整備

04

技術⾰新~取º込み
PoCや共同研究w最新技術を積極的{導⼊し、業界~スピーù感を向上



会員制度の設計

宿泊施設
無料会員枠を中⼼xした参加形態w1最新情報配信x合同勉強会を提供2業界全体の底

上げx包括的µポーø体制を整備

テクノロジーベンダー∕PMS
有料会員を中⼼にWGを主導し1技術標準化の推進に積極参画2業界技術⾰新をリーù

宿泊4団体
オブ¶ーバーxしv参加2⼤⼿企業x中⼩企業の課題を持ち寄º1業界全体の最適化を

図»調整役



組織体制と今後の展開

戦略専⾨委員会
委員⻑：杉⽥⽒

全体戦略の⽴案と⽅針決定

技術専⾨委員会
委員⻑：原⽒

÷ータ標準化、HTNG活⽤、セキュúö³‧÷ータ利活⽤を統括

÷ジタû⼈材育成専⾨委員会
委員⻑：三浦⽒

AI利活⽤部会とおもてなし²カ÷ミーの企画‧運営

国際連携‧学術専⾨委員会
委員：市井⽒、⼩林⽒ÿ國學院⼤學Ā

国際標準との連携、学術基盤整備

2026年1⽉15⽇
<設⽴記念フォーラムÿ成果共有フォーラムĀ=開催予定

2026年以降
標準仕様を基盤とした実証事業の全国展開、DX認証制度ÿ仮称<DXマーク=Āの導⼊検
討、海外ベストプラクティス共有と政策提⾔活動を継続



全体まxめ

政策基盤整備期
観光庁~検討‧実証ÿ令和4〜6年度Āw技術的‧制度的基盤を整備

⺠間移⾏期
報告書w⾏政フェーズ|完結し1⺠間主導へ~移⾏を明確化

組織設⽴期
2025年3⽉{協議会設⽴→6⽉{⼀般社団法⼈xしv協会を正式設⽴

本格運営期
標準化‧教育‧データ利活⽤‧国際連携‧政策提⾔を統合的{展開し1業界全体

~DXを推進

JHTA�1観光庁~政策主導{ら⺠間⾃⽴へ~橋渡しを担い1⽇本~宿泊業界{zけるデジタル変
⾰~中核組織xしv1持続的z成⻑x国際競争⼒向上を⽀援しvいます2


